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最
近
の「
よ
き
お
と
ず
れ
」

の
記
事
は
ほ
と
ん
ど
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
文
章
と
写
真
で

１
つ
の
記
事
が
構
成
さ
れ
て

い
る
。
原
稿
は
あ
と
か
ら
で

も
書
く
こ
と
が
で
き
る
が
、

写
真
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

現
場
に
取
材
に
行
っ
て
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
こ
の
写
真
撮

影
が
言
う
ほ
ど
や
さ
し
い
も

の
で
は
な
い
▼
写
真
撮
影
が

難
し
い
と
い
う
理
由
は
２
つ

あ
る
。
１
つ
は
、
誰
も
が
経

験
す
る
こ
と
だ
が
、
出
来
事

は
時
間
の
経
過
と
共
に
刻
一

刻
と
変
化
す
る
。
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ
た
場

面
を
逃
し
て
も
う
一
度
、
と

念
じ
て
も
二
度
と
チ
ャ
ン
ス

が
回
っ
て
こ
な
い
と
い
う
こ

と
が
あ
る
。
行
わ
れ
て
い
る

行
事
が
い
ち
ば
ん
盛
り
上
が

る
場
面
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
と
は
必
ず
し
も
一
致
せ

ず
、
あ
の
と
き
に
撮
影
し
て

お
け
ば
と
後
悔
す
る
▼
も
う

１
つ
の
理
由
は
、
誰
が
ど
う

見
て
も
今
が
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
だ
と
い
う
時
、
撮

影
さ
れ
る
人
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
る
人
、
撮
影
の
様
子
を

見
て
い
る
人
々
、
皆
が
喜
ん

で
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
今
だ
、
と

思
っ
て
は
い
て
も
、
こ
こ
で

カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
る
と
自

分
だ
っ
た
ら
嫌
な
気
持
ち
に

な
る
だ
ろ
う
な
あ
と
思
う
こ

と
が
あ
る
。
撮
影
す
る
人
が

す
で
に
そ
う
思
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
レ
ン
ズ
の
向
こ
う

に
い
る
人
は
な
お
さ
ら
だ
ろ

う
▼
戦
争
は
決
し
て
繰
り
返

し
て
は
い
け
な
い
。
平
和
は

暴
力
の
連
鎖
か
ら
は
生
ま
れ

ず
、
祈
り
の
中
か
ら
育
つ
。

８
月
９
日
の
写
真
は
大
変
緊

張
し
な
が
ら
カ
メ
ラ
を
向
け
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
る
。
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と
ば
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に

 

平
和
の
主
御
自
身
が
、
い
つ
い
か

な
る
場
合
に
も
、
あ
な
た
が
た
に

平
和
を
お
与
え
く
だ
さ
る
よ
う
に
。
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８
月
９
日
、　

年
目
の
長
崎
原
爆
の
日
を
迎
え
た
。
こ
の
日
に
真
の
平
和
を
願
い
求
め

６１

る
人
は
祈
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
早
朝
の
ミ
サ
、
原
子
爆
弾
の
投
下
時
刻
の
平
和
式
典
、

追
悼
ミ
サ
、
そ
し
て
日
が
沈
ん
で
一
日
の
終
わ
り
を
告
げ
て
か
ら
も
平
和
を
願
う
祈
り
は

絶
え
な
か
っ
た
。「
わ
た
し
は
、
平
和
を
あ
な
た
が
た
に
残
し
、
わ
た
し
の
平
和
を
与
え

る
」（
ヨ
ハ
ネ　

・　

）。
平
和
の
土
台
は
、
私
た
ち
の
祈
り
で
あ
る
。

１４

２７
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８
月
９
日
午
前　

時　

分

１０

５０

か
ら「
被
爆
マ
リ
ア
小
聖
堂
」

（
浦
上
教
会
右
側
の
小
聖

堂
）
で
新
た
に
亡
く
な
ら
れ

た
５
３
８
人
の
方
々
の
名
前

が
刻
ま
れ
た
銅
版
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
た
。
浦
上
教
会
の

平
野
勇
神
父
に
よ
る
祝
別
を

経
て
、
こ
れ
ま
で
の
３
２
３

０
人
分
の
銅
版
の
隣
り
に
並

べ
ら
れ
た
。
続
い
て
、
３
７

６
８
人
の
名
前
が
記
録
さ
れ

た
名
簿
が
、
被
爆
マ
リ
ア
小

聖
堂
祭
壇
の
安
置
所
に
納
め

ら
れ
た
。
名
簿
は
３
冊
に
分

か
れ
て
い
て
、
浦
上
教
会
の

３
人
の
信
徒
に
よ
っ
て
安
置

所
に
永
久
保
存
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
原
爆
で
犠
牲
に

な
っ
た
浦
上
信
徒
の
追
悼
ミ

サ
が
本
聖
堂
で
行
わ
れ
、
初

め
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

た　

時
２
分
に
黙
と
う
を
さ

１１
さ
げ
た
。
ま
た
説
教
で
は
永

井
隆
博
士
が
合
同
慰
霊
祭
で

さ
さ
げ
た
追
悼
の
辞
を
朗
読

し
て
、
新
た
な　

回
忌
の
今

６１

年
に
私
た
ち
に
訴
え
か
け
て

い
る
こ
と
を
学
び
合
う
よ
う

に
促
し
た
。

　

共
同
祈
願
で
は
、
亡
く

な
っ
た
方
々
の
永
遠
の
安
息

を
願
い
、
平
和
を
構
築
す
る

た
め
の
努
力
の
上
に
主
の
導

き
を
願
っ
た
。
浦
上
教
会
と

平
和
公
園
と
で
同
じ
時
間
に

行
わ
れ
る
祈
り
の
集
い
は
、

大
き
な
節
目
を
過
ぎ
た
新
た

な
年
に
平
和
を
築
い
て
い
く

大
き
な
力
と
な
っ
た
。

　長崎市松山町の原爆落下中心地公園で原爆忌
前日の８日夜、原爆殉難者慰霊祭（主催長崎県
宗教者懇話会）が超宗派合同の祭礼により行わ
れた。カトリック教会からは�見大司教をはじ
め司祭、修道者、信徒など多数参列、長崎カト
リック合唱団は、仏教のルンビニコーラスとと
もに合唱した（写真）。
　長崎県宗教者懇話会の会長野下千年師（中町
教会主任）は、千人余の市民が殺害された中東
の戦闘にふれた後「日本の平和が戦争と原爆に
よって失われた多くの方々の犠牲の上にもたら
されたことを忘れることなく、今、享受してい
るこの平和を感謝し、世界中の人々にこの幸せ
が実現されるよう祈りと平和への絶えざる努力
を続けたい」と慰霊の言葉を述べた。
　また原発事故の汚染被害を受けたベラルーシ
共和国のザワルニュク・ウラジスラウ神父は「ベ
ラルーシも長崎と同じく放射線の痛みを持って
います。広島・長崎の原爆忌などには死没者の
皆さんのために長崎から寄贈を受けた『平和の
鐘』を鳴らし、お祈りしています」とあいさつ。
　同神父は８月５日長崎入りし、浦上教会での
原爆殉難者のためのミサ、平和祈念式典、たい
まつ行列、平和祈願ミサなど一連の原爆忌行事
に参加した。１０日は長崎大学教授で現在、スイ
ス・ジュネーブにある世界保健機関（ＷＨＯ）
の放射線専門技官として働く山下俊一氏（城山）
の案内で天草の重症心身障害児（者）施設を訪
問、後日、東京、モスクワ経由で帰国した。
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昨
年
被
爆　

年
の
印
象
深

６０

い
た
い
ま
つ
行
列
が
今
年
も

引
き
継
が
れ
た
。
午
後
７
時

　

分
、
約
２
０
０
０
人
の
参

３０列
者
が
浦
上
教
会
を
出
発
点

と
し
て
如
己
堂
前
と
松
山
町

の
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
平

和
祈
願
ミ
サ
会
場
の
平
和
公

園
を
目
指
し
た
。
た
い
ま
つ

行
列
中
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
が

自
然
と
始
ま
り
、
行
列
中
に

通
り
か
か
っ
た
一
般
の
人
々

に
も
平
和
へ
の
願
い
を
届
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

た
い
ま
つ
行
列
に
続
き
、

三
末
篤
實
・
広
島
、
宮
原
良

治
・
大
分
司
教
、
ま
た
ベ
ラ

ル
ー
シ
か
ら
ザ
ワ
ル
ニ
ュ
ク

神
父
、
各
方
面
か
ら
の
司
祭

と
信
徒
、
平
和
祈
願
ミ
サ
に

真
っ
す
ぐ
に
集
ま
っ
た
人
と

あ
わ
せ
て
祈
り
が
さ
さ
げ
ら

れ
た
。

　
�
見
大
司
教
は
説
教
の
中

で
、「
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
、

愛
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
和

を
打
ち
立
て
る
」
こ
と
を
強

調
し
た
。
こ
の
目
標
を
具
体

化
す
る
た
め
に
「
他
者
を
、

無
償
で
、
先
に
愛
す
る
こ

と
」「
違
い
を
認
め
、
互
い
に

受
け
入
れ
合
う
こ
と
」「
自
分

の
命
を
与
え
る
ほ
ど
に
愛
す

る
こ
と
」
こ
の
３
つ
を
実
行

し
て
平
和
に
貢
献
す
る
よ
う

に
招
い
た
。

　

平
和
祈
願
ミ
サ
の
後
、
テ

ノ
ー
ル
歌
手
秋
川
雅
史
（
ま

さ
ふ
み
）
氏
が
「
千
の
風
に

な
っ
て
」
と
い
う
詩
を
朗
読

し
、
溢
れ
る
ほ
ど
の
声
量
に

乗
せ
て
詩
を
歌
っ
た
。
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
く
歌
声
は
、

風
に
乗
っ
て
、
亡
く
な
っ
た

魂
に
確
か
に
届
い
た
。

　

８
月　

日
（
火
）、
ア
ル
カ

��

ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
に
お
い
て

佐
世
保
地
区
評
議
会
主
催
の

「
聖
母
平
和
祈
願
祭
」
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
聖
母
平
和
祈

願
祭
は
、
佐
世
保
地
区
が
聖

母
被
昇
天
の
お
祝
い
日
で
あ

り
、
終
戦
記
念
日
で
あ
る
こ

の
日
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
は
特
に
「
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
生
誕

５
０
０
年
」
の
年
に
あ
た
り
、

そ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

ザ
ビ
エ
ル
と
宣
教
に
つ
い
て

考
え
、
聖
母
マ
リ
ア
を
通
し

て
世
界
平
和
を
祈
る
集
い
と

な
っ
た
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
佐
世
保
地

区
の
評
議
会
議
長
、
松
崎
薫

氏
（
鹿
子
前
教
会
）
が
「
社

会
正
義
と
愛
の
精
神
が
あ
る

と
こ
ろ
に
の
み
、
平
和
が
あ

る
と
言
わ
れ
ま
す
。
平
和
の

基
礎
で
あ
る
社
会
正
義
が
尊

重
さ
れ
、
争
い
の
な
い
よ
り

良
い
世
界
が
実
現
す
る
よ
う

祈
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
第
１
部
で

は
、　

聖
人
記
念
館
館
長
の

��

デ
・
ル
カ
・
レ
ン
ゾ
神
父
が

「
ザ
ビ
エ
ル
と
宣
教
」
と
い

う
演
題
で
講
演
を
行
っ
た
。

レ
ン
ゾ
神
父
は
講
演
の
中
で
、

日
本
語
を
話
せ
な
か
っ
た
ザ

ビ
エ
ル
が
ど
の
よ
う
に
キ
リ

ス
ト
教
を
日
本
に
伝
え
た
の

か
を
ザ
ビ
エ
ル
の
手
紙
や
彼

に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
か

ら
紹
介
し
、
ま
た
ザ
ビ
エ
ル

が
ま
い
た
種
を
現
代
に
実
ら

せ
る
た
め
に
私
た
ち
は
ザ
ビ

エ
ル
の
宣
教
や
生
き
方
か
ら

何
を
学
ぶ
べ
き
か
を
話
し
た
。

特
に
そ
の
中
で
神
父
は
、

「
対
話
的
宣
教
」
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
、
自
分
の
考
え

や
宗
教
、
知
識
の
押
し
付
け

で
は
な
く
、
相
手
を
理
解
し

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
言

葉
を
超
え
た
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
し
、

そ
れ
が
私
た
ち
の
生
活
に
も

必
要
な
こ
と
だ
と
話
し
た
。

　

第
２
部
の
聖
母
平
和
祈
願
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ミ
サ
は
、�
見
大
司
教
司
式

の
も
と
行
わ
れ
、
大
司
教
は

説
教
の
中
で
「
武
器
を
持
つ

こ
と
で
平
和
が
保
た
れ
る
の

で
は
な
く
、
愛
す
る
こ
と
、

ゆ
る
す
こ
と
に
よ
っ
て
の
み

平
和
は
訪
れ
る
。
憎
し
み
は

憎
し
み
を
生
み
、
仕
返
し
は

暴
力
の
連
鎖
し
か
生
み
出
さ

な
い
。
一
人
ひ
と
り
が
心
に

平
和
を
持
ち
、
互
い
に
交
わ

り
、
対
話
を
通
し
て
相
手
を

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
」
と

諭
し
た
。

　

こ
の
日
会
場
に
集
ま
っ
た

１
２
０
０
人
の
信
徒
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
福
音
宣
教
と
平
和

へ
の
思
い
を
新
た
に
し
な
が

ら
帰
路
に
着
い
た
。

��
�

�

��
�

�
８
月
１
日
付

湯
江
教
会
助
任

　

山
内
春
治
師

　
（
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
）

��������	
��
��������	
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▼
市
民
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
第
６
回

講
話
「
長
崎
の
歴
史
に
見
る

文
化
交
流
」　

９
月　

日�
１６

　

時　

大
浦
天
主
堂

１９問
合
先
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
Ｎ
Ｏ

Ｖ
Ａ
な
が
さ
き

℡
０
９
５（
８
４
８
）０
４
９
２

▼
福
者
カ
ミ
ロ
・
コ
ン
ス
タ

ン
ツ
ォ
殉
教
祭　

９
月　

日
１７

�
　

時　

田
平
町
焼
罪
史
跡

１４
公
園　

雨
天
＝
田
平
教
会

▼
イ
エ
ズ
ス
会
立
山
修
道
院

お
知
ら
せ

「
祈
り
の
一
日
」「
と
も
に

祈
る
日
々
」
は
、
実
生
活

や
問
題
を
振
り
返
り
、
静

か
に
祈
り
た
い
、
静
か
な

時
間
を
持
ち
た
い
と
思
う

方
は
ど
な
た
で
も
（
信
徒
、

一
般
の
方
も
問
い
ま
せ

ん
）
自
由
に
参
加
で
き
る

も
の
で
す
。

�
祈
り
の
一
日　

①
９
月　
１８

日�
　

②
９
月　

日�
　

③

２４

９
月　

日�
　

④　

月　

日

２５

１０

１６

�
　

９
時　

分
〜　

時
半　

５０

１５

�
と
も
に
祈
る
日
　々

①
９

月　

日�
〜　

日�
　

②　

２２

２４

１０

月
７
日�
〜
９
日�
　

初
日

　

時
〜
最
終
日　

時
半

１７

１５

��
�
�
�

��
�
�
�
�
�

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

�
浜
口
陽
子
様
（
黒
崎
）

　

故
パ
ウ
ロ
浜
口　

実
様

　

右
の
方
か
ら
神
学
生
養
成

の
た
め
に
、
香
典
返
し
に
代

え
て
ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。

お
礼
と
ご
報
告
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
め

い
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

℡
０
９
５（
８
２
１
）４
５
７
７

▼
１
１
７
回
ク
ル
シ
リ
ヨ　

９
月　

日�
〜　

日�
　

福

２１

２４

江
教
会　

２
万
円

問
合
先
・
福
島
清
子

℡
０
９
５（
８
７
１
）４
６
５
９

▼
聖
ト
マ
ス
西
と　

殉
教
者

１５

ミ
サ　

９
月　

日�
　

時　

２４

１４

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
〜
サ

ン
・
ド
ミ
ン
ゴ
教
会
跡
〜
中

町
教
会
に
て
ミ
サ

▼
研
修
会
「
聖
書
に
よ
る
ロ

ザ
リ
オ
」　
　

月
１
日�
　

１０

１３

時
半
〜　

時
半　

さ
く
ら
の

１６

里
聖
家
族
教
会　

聖
書
を
用

い
た
ロ
ザ
リ
オ
の
黙
想
の
説

明
と
体
験
。

申
込
先
・
教
区
典
礼
委
員
会

研
修
会
事
務
局
（
長
崎
カ
ト

リ
ッ
ク
神
学
院
内
）

℡
０
９
５（
８
４
４
）１
０
９
６

�
０
９
５（
８
４
０
）０
７
５
０

▼
第　

回
大
村
殉
教
祭　
　

３１

１０

月
８
日�
　

時　

大
村
市
民

１３

会
館　

ミ
サ
後
、
市
民
会
館

か
ら
放
虎
原
殉
教
地
ま
で
徒

歩
巡
礼
を
し
ま
す
。

問
合
先
・
水
主
町
教
会

℡
０
９
５
７（　

）２
８
３
０

５２

植
松
教
会

℡
０
９
５
７（　

）２
２
５
６

５２

▼
１
８
８
名
の
列
福
祈
願
ミ

サ
と
聖
体
行
列　
　

月
８
日

１０

�
　

時　

南
島
原
市
・
原
城

１３
趾

▼
公
開
聖
書
講
座
「
新
約
聖

書
の
中
の
詩
編
」　
　

月　
１０

１９

日�
　

時
〜　

時
半　

カ
ト

１９

２０

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

講
師
・�
見
三
明
大
司
教　

前
売
券
８
０
０
円

問
合
先
・
生
涯
養
成
委
員
会

℡
０
９
５（
８
４
１
）７
７
３
１

▼
聖
歌
研
修
会　
　

月　

日

１０

２９

�
　

時　

お
告
げ
の
マ
リ
ア

１４
修
道
会
本
部
修
道
院　

だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
合
先
・
同
修
道
会
本
部

℡
０
９
５（
８
４
６
）８
３
０
０

▼
「
甦
る
天
正
の
音
色
」
〜

天
正
遣
欧
使
節
団
が
聴
い
た

音
楽
〜　
　

月　

日�
　

時

１０

２９

１８

半　

浦
上
教
会　

出
演
・
ダ

ン
ス
リ
ー
ル
ネ
サ
ン
ス
合
奏

団　

講
演
・
結
城
了
悟
師（
前

　

聖
人
記
念
館
館
長
）

２６問
合
先
・
Ｋ
Ｔ
Ｎ

℡
０
９
５（
８
２
７
）３
４
０
０

��
�
�

長
崎
大
司
教
区

�
�
見
ひ
ろ
子
様
（
滑
石
）

�
片
岡
ツ
ヨ
様
（
浦
上
）

�
谷
山
芳
松
様
（
褥
崎
）

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

�
匿
名
様
（
浦
上
）

�
山
里
小
昭
和
５
年
卒
業
生

ご
一
同
様

�
匿
名
様
（
浦
上
）

　

右
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を

賜
り
ま
し
た
。
お
礼
と
ご
報

告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

８
月
９
日
８
時　

分
か
ら
、

３０

長
崎
市
文
教
町
の
純
心
中
学

校
・
女
子
高
等
学
校（
佐
藤
洋

子
校
長
、
１
０
６
８
人
）
で
、

原
爆
で
亡
く
な
っ
た
生
徒
・
教

師
２
１
４
人
に
さ
さ
げ
る
殉

難
者
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
た
。

　

聖
堂
で
の
ミ
サ
の
中
で
平

野
勇
神
父（
浦
上
教
会
主
任
）

は
、
自
分
た
ち
の
使
命
が
何

で
あ
る
か
を
考
え
、
行
動
し
、

ま
た
、
世
界
平
和
を
願
い
祈

る
よ
う
呼
び
掛
け
た
。

　

続
く
墓
前
祭
は
校
庭
の

「
慈
悲
の
聖
母
像
」
前
で
生

徒
・
職
員
・
遺
族
ら
関
係
者

が
参
列
す
る
中
行
わ
れ
、
燔

祭
（
は
ん
さ
い
）
の
歌
合
唱
、

献
花
、
慰
霊
の
こ
と
ば
が
さ

さ
げ
ら
れ
た
。
生
徒
代
表
の

中
学
３
年
新
木
優
春
（
し
ん

き　

ゆ
は
る
）
さ
ん
は
、「
長

崎
に
生
き
て
い
る
わ
た
し
た

ち
に
は
、
戦
争
の
愚
か
さ
を

し
っ
か
り
学
び
、
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
責
任
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
平
和
は
人
々

の
強
く
願
う
心
と
努
力
な
し

で
は
守
ら
れ
ま
せ
ん
。
わ
た

し
た
ち
は
一
瞬
の
う
ち
に
将

来
を
奪
わ
れ
た
先
輩
方
の
は

か
り
知
れ
な
い
無
念
さ
を
決

し
て
忘
れ
ず
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
ず
っ
と
後
世
に
伝
え
て

ま
い
り
ま
す
」
と
決
意
を
述

べ
た
（
写
真
）。
慰
霊
祭
は
、

新
た
な
平
和
へ
の
思
い
の
う

ち
に
閉
会
し
た
。

純
女
学
徒
隊
殉
難
者

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
純

１３

１６

女
学
徒
隊
の
生
徒
た
ち
は
、

戦
争
が
激
し
く
な
る
と
授
業

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
軍
需
工
場
で
働
い
た
。

毎
朝
浦
上
教
会
ま
で
ミ
サ
に

行
き
、
作
業
服
に
白
い
鉢
巻

で
学
徒
隊
の
歌
を
口
ず
さ
み

な
が
ら
工
場
へ
向
か
い
、
油

ま
み
れ
に
な
っ
て
つ
ら
い
作

業
に
取
り
組
み
無
事
を
祈
り

つ
つ
帰
る
毎
日
だ
っ
た
。
常

に
死
と
直
面
し
て
い
る
緊
張

と
重
労
働
の
連
続
。
そ
れ
で

も「
わ
た
し
た
ち
が
頑
張
ら
な

け
れ
ば
」と
懸
命
に
働
き
続
け

た
。
そ
ん
な
中
投
下
さ
れ
た

原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
工
場
や

学
校
、
自
宅
で
被
爆
、
２
１
４

人
の
生
徒
・
教
師
が
亡
く
な
っ

た
。
１
９
４
９
年
５
月　

日
、

３０

学
園
玄
関
前
の
緑
の
植
え
込

み
に
校
墓
を
つ
く
っ
て
殉
難

者
の
分
骨
を
納
め
、
慈
悲
の

聖
母
像
が
安
置
さ
れ
た
。
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４
千
人
を
収
容
で
き
る
大

テ
ン
ト
が
満
席
に
な
っ
た
。

被
爆　

年
、
原
爆
犠
牲
者
慰

６１

霊
平
和
祈
念
式
典
は
８
月
９

日
午
前　

時　

分
か
ら
被
爆

１０

４０

地
・
長
崎
市
松
山
町
の
平
和

公
園
で
行
わ
れ
、
原
爆
投
下

時
刻
の　

時
２
分
、
長
崎
の

１１

鐘
を
合
図
に
黙
と
う
、
参
列

者
に
は
遺
影
を
胸
に
涙
す
る

姿
も
見
ら
れ
た
。

　

長
崎
市
の
伊
藤
一
長
市
長

は
平
和
宣
言
で
、「
人
間
は
、

い
っ
た
い
何
を
し
て
い
る
の

か
」
と
被
爆　

年
を
迎
え
、

６１

こ
こ
長
崎
で
は
怒
り
と
い
ら

だ
ち
の
声
が
渦
巻
い
て
い
ま

す
と
語
気
を
強
め
た
。

　

ま
た
、
核
保
有
国
を
初
め

て
名
指
し
で
批
判
、
核
不
拡

散
体
制
の
崩
壊
の
危
機
へ
の

懸
念
と
、
国
際
社
会
に
核
兵

器
全
廃
へ
の
取
り
組
み
を
促

し
、
核
兵
器
は
科
学
者
の
協

力
な
し
で
は
開
発
で
き
な
い
、

科
学
者
は
人
類
全
体
の
運
命

と
自
ら
の
責
任
を
自
覚
し
、

核
兵
器
の
開
発
を
拒
む
よ
う

呼
び
掛
け
た
。

　

日
本
政
府
に
は
非
核
三
原

則
の
法
制
化
と
北
東
ア

ジ
ア
の
非
核
兵
器
地
帯

化
へ
の
取
り
組
み
、
被

爆
者
支
援
の
充
実
を
求

め
た
。

　

小
泉
首
相
、
７
カ
国

の
大
使
ら
も
出
席
し
た
。

　

平
和
宣
言
の
結
び
で

２
０
０
６
年
を
核
廃
絶

の
「
再
出
発
の
年
と
し

た
い
」
と
決
意
を
述
べ

た
と
き
、
ハ
ト
４
２
０

羽
が
放
鳥
さ
れ
会
場
を

舞
っ
た
。
う
ち
１
１
０
羽
は

今
村
勝
己
さ
ん
（
本
原
）
の

飼
育
。「
原
爆
で
親
族
を
亡

く
し
、
核
兵
器
廃
絶
、
平
和

の
願
い
を
託
し
て
い
ま
す
」。
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２
０
０
０
年
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
影
響
を

受
け
る
隣
国
ベ
ラ
ル
ー
シ
の

ザ
ワ
ル
ニ
ュ
ク
神
父
の
要
請

を
受
け
、
被
爆
マ
リ
ア
像
を

た
ず
さ
え
た
浦
上
教
会
の
当

時
の
主
任
司
祭
を
団
長
と
す

る
一
行
が
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
訪

ね
た
。

　

６
年
後
の
今
年
、
ザ
ワ
ル

ニ
ュ
ク
神
父
は
２
０
０
０
年

に
交
流
を
持
っ
て
か
ら
今
日

ま
で
続
け
て
き
た
活
動
の
報

告
と
、
被
爆
地
長
崎
と
放
射

能
汚
染
を
受
け
て
い
る
ベ
ラ

ル
ー
シ
と
の
さ
ら
な
る
交
流

を
願
っ
て
日
本
を
訪
問
し
た
。

８
月
７
日
午
前
、
神
父
は�

見
大
司
教
と
面
会
し
ベ
ラ

ル
ー
シ
の
現
状
や
各
種
の
宗

教
に
若
者
が
流
れ
て
い
く
問

題
や
、
２
５
０
万
人
の
カ
ト

リ
ッ
ク
信
徒
に
対
し
て
司
祭

が
４
０
０
人
と
不
足
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
率
直
に
語
り

合
っ
た
。

　

７
日
午
後
、
２
０
０
０
年

当
時
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
訪
問
団

の
一
行
で
あ
る
三
村
誠
一
神

父
、
川
口
昭
人
神
父
、
山
下

俊
一
長
崎
大
学
教
授
、
西
村

勇
夫
氏
（
浦
上
）、
東
島
尚
志

氏（
Ｋ
Ｔ
Ｎ
）ら
が
セ
ン
タ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
で
６
年
ぶ
り
の

再
会
を
喜
ん
だ
。
通
訳
に
は

ミ
ス
・
タ
チ
ア
ナ
が
全
面
的

に
協
力
し
て
く
れ
た
。
こ
の

６
年
間
で
温
め
て
い
た
計
画

が
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
て

き
た
か
、
興
味
深
い
話
で
時

間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど

だ
っ
た
。

　

神
父
は
被
爆
地
長
崎
の
浦

上
教
会
と
原
発
事
故
で
同
じ

苦
し
み
を
共
有
す
る
ベ
ラ

ル
ー
シ
の
教
会
と
が
被
爆
マ

リ
ア
像
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た

交
流
を
こ
れ
か
ら
も
深
め
て

い
き
た
い
と
い
う
希
望
を

持
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
の
日
本
人
の
旅
行
が
特
別

な
こ
と
で
な
く
な
っ
て
い
る

今
で
も
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
来

る
日
本
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
も
っ
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
継
続
的
な

交
流
が
実
現
す
る
こ
と
を
願

い
た
い
。
セ
ン
タ
ー
で
の
会

合
の
あ
と
、
長
崎
と
ベ
ラ
ル

ー
シ
を
引
き
合
わ
せ
て
く
れ

た
被
爆
マ
リ
ア
像
に
祈
り
を

さ
さ
げ
る
た
め
浦
上
教
会
を

訪
問
し
た
。「
わ
た
し
の
心

は
こ
の
被
爆
マ
リ
ア
像
の
そ

ば
に
あ
り
ま
す
」
と
い
う
神

父
の
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。
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遺影を胸に祈りをささげる

『千羽鶴』を歌う純心校生徒
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▼
長
崎
地
区
壮
年

 

親
善
ソ
フ
ト
大
会　

　

７
月
30
日
（
日
）
第
24
回

長
崎
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
壮
年

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

長
崎･

木
鉢
地
区
に
お
い
て

開
か
れ
、
真
夏
の
炎
天
下
の

も
と
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。

　

16
小
教
区
か
ら
18
チ
ー

ム
、
壮
年
約
３
６
０
人
と
神

父
さ
ま
方
が
集
い
、
婦
人
会

の
盛
大
な
応
援
が
飛
び
交
う

中
、
砂
ま
み
れ
に
な
っ
て
の

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
続
出
の
好

試
合
が
展
開
さ
れ
た
。
ま

た
、
コ
ー
ト
の
外
で
は
お
互

い
の
親
睦
を
図
り
、
壮
年
の

力
が
結
集
、
充
実
し
た
大
会

と
な
っ
た
。

【
成
績
】

〈
Ａ
パ
ー
ト
〉
優
勝　

植
松

Ａ
（
写
真
）、
２
位　

時
津
、

３
位 

飽
の
浦
、
４
位 

本
原

〈
Ｂ
パ
ー
ト
〉
優
勝　

浦
上

Ｂ
、
２
位　

稲
佐
、
３
位　

出
津
、
４
位　

城
山

▼
長
崎
地
区
子
供
球
技
大
会

　

８
月
17
日
、「
子
供
の
会
」

主
催
に
よ
る
長
崎
地
区
子
供

球
技
大
会
が
シ
ー
ハ
ッ
ト
お

お
む
ら
で
開
催
さ
れ
、
各
地

か
ら
15
小
教
区
、
30
チ
ー
ム

が
参
加
、
選
手
・
応
援
団
合

わ
せ
て
約
７
０
０
人
が
会
場

に
集
ま
っ
た
。

　

子
供
た
ち
は
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
、
決

勝
戦
は
髙
見
大
司
教
も
観

戦
、大
会
は
盛
り
上
が
っ
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。

〈
男
子
〉
優
勝　

深
堀
、
２

位　

滑
石
、
３
位　

浦
上

〈
女
子
〉
優
勝　

浦
上
、
２

位　

稲
佐
、
３
位　

植
松

〈
混
合
〉
優
勝　

城
山
、
２

位　

三
ツ
山
、
３
位　

時
津

▼
佐
世
保
地
区

 

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　

８
月
13
日
（
日
）、
相
浦

振
興
体
育
館
に
お
い
て
、
佐

世
保
地
区
の
小
学
生
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、
13

全
小
教
区
か
ら
23
チ
ー
ム
が

参
加
し
た
。

　

大
会
は
、
男
子
・
女
子
・
混

合
の
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
、
白
熱
し
た
試
合

の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ

ク
の
中
で
優
勝
が
争
わ
れ
た
。

　
「
不
思
議
な
存
在―

―

」
と

長
崎
県
の
福
祉
関
係
者
が
驚

く
。
江
迎
町
に
小
規
模
の
通

所
作
業
所
「
サ
ク
ラ
」
を
立

ち
上
げ
た
の
は
２
０
０
１
年
。

「
障
害
を
持
つ
友
人
か
ら
子
供

を
見
て
ほ
し
い
」
と
相
談
を

受
け
た
の
が
き
っ
か
け
。

　

施
設
は
、
あ
る
修
道
女
の

お
姉
さ
ん
か
ら
提
供
受
け
た

古
い
家
を
改
装
、
家
具
も
提

供
品
だ
が
、
小
規
模
な
が
ら

作
業
所
の
形
を
構
え
る
。
１

年
間
無
償
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
申
し
出
た
看
護
師
も
い
た
。

　

現
在
、施
設
は
職
員
９
人
、

通
所
者
11
人
、
奉
仕
者
多
数

の
協
力
に
甘
え
細
々
な
が
ら

運
営
し
て
い
る
こ
と
を
県
関

係
者
は
「
不
思
議
な
存
在
」

と
い
う
。

　

主
な
活
動
を
拾
う
と
、
パ

ン
教
室
の
開
催
・
販
売
、
協

力
団
体
の
洗
車
作
業
、
ヒ
ジ

キ
の
加
工
販
売
、
封
筒
づ
く

り
な
ど
地
域
の
善
意
で
作
業

範
囲
は
拡
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
７
月
、「
社
会
福
祉

法
人　

一
粒
の
麦
の
会　

知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設

サ
ク
ラ
」（
代
表
者
小
瀬
良

明
神
父
）
と
し
て
正
式
に
認

可
を
受
け
る
。「
知
的
障
害

者
の
自
立
を
願
っ
て
こ
の
６

年
、
手
探
り
状
態
で
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

が
本
番
で
す
」。
作
業
所
は

障
害
者
の
収
入
源
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
得
る
収
入
は
わ

ず
か
、
生
活
費
の
大
半
は
障

害
者
年
金
と
家
族
の
支
え
で

生
活
し
て
い
る
。

　

ザ
ビ
エ
ル
渡
来
４
５
０
年

（
１
９
９
９
年
）、
地
元
合
唱

団
の
協
力
を
取
り
付
け
オ
ペ

ラ
「
忘
れ
ら
れ
た
少
年
」
を

企
画
、
実
行
委
員
長
を
務
め

る
。
公
演
開
催
で
島
は
賛
否

両
論
わ
い
た
が
支
援
司
祭
の

後
押
し
も
あ
り
、
１
６
０
０

人
の
観
客
を
集
め
成
功
。
清

算
金
の
一
部
は
、
新
上
五
島

町
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の

建
設
費
な
ど
に
寄
付
、
残
金

の
５
万
円
で
作
業
所
が
誕
生

し
た
。「
こ
れ
こ
そ
パ
ン
種
。

サ
ク
ラ
の
名
称
は
、
サ
ク
ラ

メ
ン
ト
（
聖
な
る
秘
跡
）
か

ら
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

　

中
学
１
年
の
と
き
受
洗
。

平
戸
口
小
教
区
江
迎
教
会
。

54
歳
。

　

８
月
６
日
、
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
病
院
に
て
悪
性
腫し
ゅ
よ
う瘍

の

た
め
帰
天
。
52
歳
。

　

１
９
５
４
年
佐
世
保
市
黒

島
生
ま
れ
。
79
年
初
誓
願
。

88
年
終
生
誓
願
。
初
誓
願
後

は
、
看
護
師
と
し
て
、
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
と
き
わ
荘
・
恵

の
丘
原
爆
ホ
ー
ム
別
館
な
ど

で
奉
仕
。
３
年
間
は
修
道
院

院
長
。
誠
実
で
穏
や
か
な
人

柄
は
、
か
か
わ
る
多
く
の

人
々
に
親
近
感
を
与
え
て
い

た
。
奉
献
生
活
27
年
。
葬
儀

ミ
サ
・
告
別
式
は
８
月
７
日
、

本
部
聖
堂
で
行
わ
れ
た
。

マ
リ
ア
・
ク
レ
メ
ン
ス

　

松
﨑
ツ
ヤ
子
修
道
女

 

（
長
崎
純
心
聖
母
会
）

　

８
月
５
〜
６
日
に
教
区
宣

教
委
員
会
巡
礼
部
主
催
で
広

島
原
爆
平
和
巡
礼
が
行
わ

れ
、中
村
満
神
父（
カ
ト
リ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
）
同
行
の
も
と

約
20
人
が
参
加
し
た
。

　

早
朝
、
長
崎
を
出
発
し
、

正
午
頃
に
広
島
到
着
。
市
内

に
あ
る
「
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教

の
碑
」
を
訪
ね
、
広
島
平
和

記
念
公
園
へ
。
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
資
料
館
見
学
と

公
園
内
の
碑
を
巡
っ
た
。
午

後
６
時
、
公
園
に
集
合
し
、

全
国
各
地
の
参
加
者
と
と
も

に
長
い
行
列
を
組
み
、
聖
歌

を
歌
い
な
が
ら
世
界
平
和
記

念
聖
堂
ま
で
平
和
行
進
＝
写

真
。
そ
の
後
、
盛
大
な
平
和

祈
願
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ

た
。
ミ
サ
に
は
、
初
め
て
日

本
聖
公
会
の
主
教
（
司
教
）

と
信
者
２
０
０
余
人
が
参
加

し
、
共
に
世
界
平
和
を
祈
っ

た
。

　

翌
朝
、
三み

次よ
し

に
あ
る
キ
リ

シ
タ
ン
遺
跡
を
見
学
し
、
三

次
教
会
で
髙
見
大
司
教
司
式

に
よ
る
ミ
サ
に
与
り
、
帰
路

に
つ
い
た
。
下
関
で
は
26
聖

人
が
西
坂
へ
の
途
中
入
船
し

た
と
言
わ
れ
る
「
ザ
ビ
エ
ル

上
陸
の
地
」
に
寄
り
、夕
刻
、

無
事
に
長
崎
に
着
い
た
。

　

８
月
14
日
夕
、
根
獅

子
・
紐
差
小
教
区
合

同
殉
教
祭
が
厳
か
に
行

わ
れ
た
。
た
い
ま
つ
を

手
に
し
た
信
徒
の
行
列

は
、
海
浜
の
昇
天
石
か

ら
マ
リ
ア
像
、
聖
地
う

し
や
き
の
森
（
お
ろ
く

に
ん
さ
ま
の
塚
）
を
通

り
根
獅
子
公
園
の
仮
設

祭
壇
へ
と
向
か
っ
た
。

殉
教
祭
は
今
年
８
回

目
、
約
４
０
０
人
が
参

列
し
た
＝
写
真
。

　

祭
壇
に
は
片
岡
久
司
主
任

司
祭
を
は
じ
め
中
島
誠
志
師

ら
４
人
に
よ
る
共
同
司
式
で

ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
ま

た
、
滑
石
教
会
か
ら
小
瀬
良

明
師
他
30
人
の
巡
礼
団
が
出

席
し
た
。

　

根
獅
子
の
浜
は
約
４
３
０

年
前
、
根
獅
子
の
里
人
千
人

の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
お
ろ

く
に
ん
さ
ま
が
殉
教
し
た

地
。

　

言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
お

ろ
く
に
ん
さ
ま
の
亡
き
が
ら

は
根
獅
子
の
浜
の
沖
合
に
浮

か
ん
で
い
た
の
を
里
人
が
手

厚
く
迎
え
、
う
し
や
き
の
森

に
葬
り
、千
人
塚
と
呼
ば
れ
、

現
在
も
大
切
に
守
り
信
仰
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

期間：2006 年 11 月 19 日㈰～ 2007 年３月４日㈰
 （11/19,26　12/10,17　1/21,28　2/4,18,25　3/4　全 10 回）
日時：毎回日曜日、午後 2時～ 4時
場所：カトリックセンター　参加費：５０００円
申込：電話・ファックス等可。 締切：10 月 15 日
詳細
　小共同体推進室
　Tel 095-842-4450
　Fax 095-842-4460

　

７
月
23

日
（
日
）、

新
上
五
島

町
の
青
方

教
会
を
会

場
に
、
教

区
典
礼
委

員
会
主
催

研
修
会
「
生
け
花
に
よ
る
典

礼
表
現
」
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
地
区
の
各
教
会
か

ら
の
信
徒
約
60
人
。

　

前
半
は
、
生
け
花
で
典
礼

を
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
考
え
方
や
注
意
点

の
紹
介
が
あ
り
、
秘
跡
や
福

音
を
表
現
す
る
具
体
例
を
ス

ラ
イ
ド
で
学
習
し
た
。

　

後
半
は
聖
書
の
言
葉
を
読

ん
で
、
そ
れ
を
所
定
の
花
材

で
表
現
す
る
実
習
。
華
道
講

師
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

「
主
の
変
容
」
の
福
音
は
３

本
の
向ひ
ま
わ
り

日
葵
を
、
ま
た
「
聖

母
の
被
昇
天
」
の
福
音
は
２

本
の
白
百
合
を
中
心
に
表
現

さ
れ
て
い
っ
た
。
作
者
の
解

説
カ
ー
ド
を
添
え
て
作
品
観

賞
と
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
も

参
加
者
の
典
礼
に
対
す
る
意

識
の
高
さ
が
伝
わ
る
も
の
ば

か
り
で
あ
っ
た
。

　

｢

い
の
ち
の
尊
さ
を
ど
う

伝
え
る
か｣

を
テ
ー
マ
に
、

７
月
30
日
14
時
か
ら
長
崎
ブ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
国
際
会
議
場

で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
、
約
４
０
０
人
が
参
集
し

た
。

　

長
崎

純
心
大

学･

大
学

院
教
授
の

山
内
清
海

師
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
に
、
禅

心
寺･

金

子
眞
介

師
、

純

心
大
学
・

大
学
院
の
児
島
達
美
教
授
、

｢

長
崎
い
の
ち
の
電
話
」・
柴

田
芳
男
理
事
長
、
精
道
・
牧

山
涼
子
校
長
の
４
人
の
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
を
迎
え
進
め
ら
れ

た
。
各
氏
は
現
代
社
会
に
お

け
る
、
命
の
尊
さ
を
脅
か
す

様
々
な
出
来
事
・
事
件･

風

潮
を
生
み
出
し
て
い
る
問
題

点
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

考
え
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の

在
り
方
を
提
言
し
、
そ
の
後

討
議
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。

　

山
内
師
は
「
教
育
と
は
何

か
」、「
社
会
と
大
人
の
責
任
」

を
４
氏
の
共
通
点
・
ま
と
め

と
し
て
強
調
、
参
加
者
自
身

に
と
っ
て
も｢
命
の
尊
さ
」

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
と

な
っ
た
。

　

当
日
は
お
盆
休
み
で
、
会

場
に
は
大
勢
の
観
客
も
詰
め

掛
け
、
熱
の
こ
も
っ
た
声
援

が
さ
ら
に
大
会
を
盛
り
上
げ

て
い
た
。

　

優
勝
は
、
男
子
チ
ー
ム
が

三
浦
町
教
会
、
女
子
が
神
崎

教
会
、
混
合
が
大
野
教
会
。

地
区
長
の
村
中
司
神
父
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
に
優
勝

旗
と
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
、「
勝
っ
た
チ
ー
ム
も

負
け
た
チ
ー
ム
も
そ
の
差
は

ほ
ん
の
紙
一
重
の
素
晴
ら
し

い
試
合
で
し
た
」と
の
総
評
。

▼
下
五
島
地
区
小
学
生
ビ
ー
チ

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　

８
月
20
日
午
後
か
ら
岐
宿

町
打
折
の
浜
で
第
２
回
下
五

島
地
区
小
学
生
ビ
ー
チ
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
た
。

　

ビ
ー
チ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は

１
〜
３
年
生
と
４
〜
６
年
生

に
分
け
、
１
〜
３
年
生
は
教

会
の
枠
を
超
え
て
そ
の
場
で

チ
ー
ム
編
成
、
４
〜
６
年
生

は
小
教
区
対
抗
、
試
合
は
白

熱
し
た
戦
い
が
両
コ
ー
ト
で

行
わ
れ
た
。
試
合
終
了
後
、

全
員
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
焼

き
そ
ば
、
焼
肉
を
食
べ
、
最

後
に
大
人
も
含
め
た
参
加
者

全
員
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行

い
、
交
流
を
深
め
た
。

【
成
績
】
小
教
区
対
抗　

①
三

井
楽
・
貝
津
②
浦
頭 

③ 

浜
脇

知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設

　

 

サ
ク
ラ
施
設
長　

末
永
さ
ち
子 

さ
ん　

　

８
月
12
日
、
五
島
市
聖
マ

リ
ア
病
院
で
帰
天
。
新
上
五

島
町
出
身
。
93
歳
。

　

１
９
５
８
年
初
誓
願
、
64

年
終
生
誓
願
。
入
会
後
、
農

耕
に
精
励
。
養
豚
、
綿
羊
の

飼
育
な
ど
を
は
じ
め
、
共
同

体
の
生
活
を
支
え
た
。
院
長

補
佐
と
し
て
33
年
間
、
歴
代

の
院
長
を
支
え
、
明
る
く
温

か
い
心
配
り
の
あ
る
人
で
、

多
く
の
よ
き
思
い
出
と
模
範

を
残
し
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
と
告
別
式
は
、

８
月
14
日
、
地
元
出
身
の
大

分
教
区
宮
原
司
教
主
司
式
の

も
と
桐
教
会
で
行
わ
れ
た
。

フ
ィ
ロ
メ
ナ

　

小
田
シ
ゲ
修
道
女

（
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
）

小共同体づくり入門講座開催

開会式

優勝旗と賞状を手に優勝旗と賞状を手に
した優勝チームした優勝チーム
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節

「
人
の
子
は
仕
え
ら
れ
る
た

め
で
は
な
く
仕
え
る
た
め

に
、
ま
た
、
多
く
の
人
の
身

代
金
と
し
て
自
分
の
命
を
献

げ
る
た
め
に
来
た
の
で
あ

る
。
」

　

長
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ

り
ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
ど

ん
な
夏
で
し
た
か
？　

私
に

と
っ
て
は
初
め
て
の
教
会
で

む
か
え
る
夏
だ
っ
た
の
で
、
初

め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

皆
さ
ん
の
教
会
で
は
こ
の
夏

休
み
に
巡
礼
や
球
技
大
会
な

ど
の
行
事
は
あ
っ
た
で
し
ょ

う
か
？　

多
分
、
何
か
の
行

事
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
時
に
皆

さ
ん
の
た
め
に
は
た
ら
い
て

く
だ
さ
っ
た
の
は
誰
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
？　

神
父
さ
ま

や
シ
ス
タ
ー
、
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
方
、
神
学
生
や
志
願

生
の
人
た
ち
、
い
ろ
ん
な
人

た
ち
が
皆
さ
ん
の
た
め
に
準

備
を
し
、
お
世
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
何
の
た
め
で
し
ょ

う
か
？　

教
会
学
校
の
行
事

は
皆
さ
ん
が
教
会
を
大
好
き

に
な
っ
て
、
そ
し
て
教
会
の
な

か
ま
を
大
切
に
し
て
、
そ
し
て

神
さ
ま
を
信
じ
る
心
を
強
く

し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

も
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
２
学
期
の
生

活
の
中
で
、
こ
の
夏
休
み
に

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感

謝
を
表
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
が
き
ち
ん
と
ご
ミ
サ

に
あ
ず
か
り
、
教
会
学
校
で

お
友
だ
ち
と
仲
よ
く
し
、
が

ん
ば
っ
て
お
勉
強
を
し
て
い

る
姿
を
見
て
、
神
父
さ
ま
や

シ
ス
タ
ー
、
大
人
の
人
た
ち

は
き
っ
と
喜
ん
で
く
だ
さ
る

は
ず
で
す
。
そ
し
て
そ
の
こ

と
で
皆
さ
ん
の
感
謝
の
気
持

ち
は
つ
た
わ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
は
か
な
ら

ず
誰
か
の
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
１
人
で
生
き
て
い

る
人
は
だ
れ
も
い
ま
せ
ん
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
で
人
の

役
に
立
つ
こ
と
、
喜

ぶ
こ
と
を
行
い
、
助

け
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　

イ
エ
ス
さ
ま
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
た
め
に
苦
し
み
を

受
け
、
十
字
架
の
上

で
命
を
さ
さ
げ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
私

た
ち
は
身
の
周
り
の

人
た
ち
に
心
か
ら
の
感
謝
を

表
し
、
そ
し
て
親
切
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
さ

ま
へ
の
心
か
ら
の
「
あ
り
が

と
う
」
の
気
持
ち
を
表
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

みことばにふれて 25
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あ
る
日
の
午
後
、
バ
ス
路

線
か
ら
10
数
㍍
路
地
に
入
っ

た
長
崎
市
本
原
町
の
井
手
口

ヨ
シ
子
さ
ん
宅
か
ら
祈
り
の

声
が
流
れ
て
き
た
。
毎
月
、

「
９
日
」
を
原
爆
死
没
者
の

た
め
に
ロ
ザ
リ
オ
を
唱
え
て

い
る「
打
越
九
日
祈
り
の
会
」

の
集
い
。

　

祈
り
の
会
は
、
原
爆
で
亡

く
な
っ
た
家
族
、
親
族
を
思

い
誰
と
な
く
「
祈
り
は
生
き

て
い
る
人
の
務
め
た
い
」
と

１
９
５
０
年
か
ら
こ
の
56
年

間
、
１
回
も
休
み
な
く
会
員

宅
を
輪
番
に
祈
り
が
続
く
。

現
会
員
は
上
野
町
の
被
爆

者
を
中
心
に
山
田
マ
ツ
ノ

さ
ん
（
上
野
町
）
山
田
美

代
子
さ
ん
（
同
）
山
田
シ

ズ
さ
ん
（
同
）
井
手
口
ヨ

シ
子
さ
ん
（
旧
上
野
町
、

現
本
原
町
）
山
田
ア
ヤ
子

さ
ん
（
上
野
町
）
山
田
ハ

ツ
エ
さ
ん
（
同
）
吉
野
ス

ヤ
子
さ
ん
（
同
）
の
７
人
。

平
均
年
齢
80
歳
だ
が
、
会

員
は
毎
月
９
日
、
月
当
番

の
家
庭
に
集
ま
り
、
ロ
ザ

子
孫
が
、６
月
17
日（
土
）、平

戸
ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会（
主

任
中
島
健
二
師
）を
訪
れ
た
。

　

訪
れ
た
の
は
ア
ル
バ
ロ
・

デ
・
マ
リ
チ
ャ
ラ
ー
ル
さ
ん

（
45
）。ザ
ビ
エ
ル
神
父
が
生

涯
を
終
え
た
上
川
島（
中
華

人
民
共
和
国
）を
水
上
バ
イ

ク
に
乗
っ
て
出
発
し
、

約
１
カ
月
半
を
か
け

て
日
本
に
到
着
、ザ
ビ

エ
ル
ゆ
か
り
の
各
地

を
訪
れ
た
。ザ
ビ
エ
ル

が
信
仰
の
種
を
ま
い

た
平
戸
も
ぜ
ひ
と
も

訪
ね
た
か
っ
た
念
願

の
場
所
の
ひ
と
つ
。

　

ち
ょ
う
ど
侍
者
の

リ
オ
、
す
べ
て
の
死
者
の
た

め
、
病
人
の
回
復
、
召
命
の

た
め
の
祈
り
を
さ
さ
げ
る
。

原
爆
慰
霊
平
和
祈
願
祭
が
あ

る
８
月
９
日
、
ま
た
特
別
な

行
事
が
あ
る
日
は
、
９
日
前

後
に
変
更
し
て
祈
る
。

　

長
い
間
13
人
の
会
員
を
維

持
し
て
き
た
が
、原
爆
後
遺

症
で
亡
く
な
っ
た
人
、長
期

療
養
中
の
人
、昨
年
は
病
で

片
岡
八
重
子
さ
ん
を
失
う
な

ど
７
人
の
会
員
に
減
っ
た
と

い
う
。で
も
自
分
自
身
が
被

爆
者
、家
族
、親
族
の
死
没
者

の
こ
と
を
考
え
る
と
、最
後

の
独
り
に
な
っ
て
も
祈
り
を

続
け
た
い
と
会
員
は
話
す
。

　

祈
り
の
集
い
の
日
、
被
爆

に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
誰

ひ
と
り
答
え
よ
う
と
し
な

か
っ
た
。
し
ば
ら
く
間
を
お

い
て
「
あ
の
日
（
１
９
４
５

年
８
月
９
日
）
の
こ
と
は
あ

ま
り
に
も
む
ご
た
ら
し
く
話

し
た
く
な
い
。
焼
け
た
だ
れ

て
死
ん
だ
人
、
畑
の
中
に
う

ず
く
ま
り
目
だ
け
を
ギ
ョ
ロ

ギ
ョ
ロ
し
て
い
た
人
、
性
別

も
分
か
ら
な
い
ほ
ど
焼
け
た

人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
も

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
辛
さ―

―

、
そ
の
悲

惨
さ
を
思
い
だ
す
と
、
原
爆

の
こ
と
は
話
し
た
く
な
い
と

で
す
」
こ
の
答
え
に
会
員
は

う
な
ず
く
。

　

か
つ
て
は
巡
礼

旅
行
な
ど
楽
し
ん

だ
時
も
あ
っ
た

が
、
会
員
も
高
齢

化
し
、
原
爆
死
没

者
、
司
祭
・
修
道

者
の
健
康
、
新
し

い
召
命
を
願
い
、

上
野
町
（
打
越
）

出
身
の
教
区
・
修

道
会
司
祭
に
毎
月

２
つ
の
ミ
サ
を
依

頼
し
て
い
る
。

　

同
地
区
の
故
聖

職
者
は
３
、
修
道

士
４
、
修
道
女
４
。
現
在

活
躍
中
の
聖
職
者
は
７
、

ロ
ザ
リ
オ
の

祈
り
を
さ
さ
げ
る
会
員

修
道
女
は
13
人
。「
打
越
九

日
祈
り
の
会
」
の
集
い
は

今
年
８
月
で
６
６
８
回
を

数
え
た
。

▼
オ
ペ
ラ
「
ザ
ビ
エ
ル
」　

12
月
２
日
（
土
）
平
戸
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
。
入
場

料
２
千
円
の
予
定

▼
ザ
ビ
エ
ル
年
閉
年
ミ
サ

12
月
３
日(

日)

14
時
、
平

戸
港
交
流
広
場
か
ら
平
戸
文

化
セ
ン
タ
ー
ま
で
行
列
。
15

時
か
ら
髙
見
大
司
教
司
式
に

よ
る
ミ
サ
（
詳
細
、
後
日
掲

載
）

公
演　

10
月
12
日
（
木
）
19
時

平
戸
ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会

 

※
問
い
合
わ
せ
先

▼
平
戸
地
区
内

　

平
戸
地
区
の
各
教
会

▼
平
戸
地
区
外

　

平
戸
観
光
協
会

　

電　

話
０
９
５
０―

23―

８
６
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
０―

23―

８
６
０
１

★
聖
パ
ウ
ロ

　
　

ア
ラ
ン
・
ド
ゥ
コ
ー
著

　
　
　
　
　
　

奈
須
瑛
子
訳

　

神
か
ら
生
ま
れ
た
月
足
ら

ず
の
子
と
し
て
、自
分
を
卑

下
し
な
が
ら
も
、自
分
の

熱
愛
が
だ
れ
に
も
劣
ら

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
確
信
す
る
パ
ウ
ロ
は

偉
大
な
神
学
者
で
神
秘

家
。同
時
に
戦
略
家
で
あ

り
、世
紀
を
越
え
て
万
人

を
惹
き
つ
け
る
ユ
ニ
ー

ク
な
人
間
と
し
て
書
か

れ
て
い
る
。女
子
パ
ウ
ロ

会
、４
２
０
０
円
。Ｄ
Ｖ

Ｄ
も
発
売
、映
像
で
た
ど

る
宣
教
者
パ
ウ
ロ
の
世

界
。４
４
１
０
円
。

★
カ
ト
リ
ッ
ク
と
社
会
問
題

　

２
０
０
４
年
７
月
に
教
皇

庁
国
際
神
学
委
員
会
が
発
表

し
た
「
人
間
の
尊
厳
と
科
学

技
術
」（
原
題
「
交
わ
り
と

管
理
」）
の
邦
訳
が
８
月
末

に
出
版
さ
れ
た
。
現
教
皇
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
が
教
理
省

長
官
時
代
に
責
任
者
と
し
て

と
り
ま
と
め
た
、
人
間
の
尊

厳
、
進
化
論
、
環
境
問
題
、

科
学
技
術
、
生
命
倫
理
な
ど

現
代
最
先
端
諸
問
題
に
対
す

る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
見
解

を
示
す
重
要
文
書
。

　

翻
訳
と
解
説
は
カ
ト
リ
ッ

ク
中
央
協
議
会
司
教
協
議
会

秘
書
室
研
究
企
画
の
岩
本
潤

一
研
究
員（
東
京
カ
ト
リ
ッ

ク
神
学
院
講
師
）の
手
に
成

り
、全
文
今
年
３
月
刊「
カ
ト

リ
ッ
ク
社
会
福
祉
研
究
」（
長

崎
純
心
大
学
）第
６
号
に
掲

載
さ
れ
た
が
、一
般
の
手
に

入
り
や
す
い
単
行
本
の
形
で

中
央
協
議
会
か
ら
出
版
。全

国
カ
ト
リ
ッ
ク
書
店
で
購
入

で
き
る
。１
２
０
０
円
。

★
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー

ド
」
は
な
ぜ
問
題
な
の
か
？

中
井
俊
已
著

　

小
説
や
映
画『
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
・
コ
ー
ド
』で
は
、イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
や
教
会
が
歴
史
的

に
も
現
実
的
に
も
ゆ
が
め
ら

れ
描
か
れ
て
い
る
。そ
れ
に

対
し
、カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の

著
者
が「
最
後
の
晩
さ
ん
」に

隠
さ
れ
た
秘
密
、イ
エ
ス
と

マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
、オ
プ

ス
・
デ
イ
な
ど
に
つ
い
て
小

説
の
間
違
い
を
指
摘
し
分
か

り
や
す
く
真
実
を
解
き
明
か

す
。小
説
や
映
画
の
誤
り
に

気
づ
い
て
い
な
い
ま
わ
り
の

方
々
に
薦
め
ら
れ
る
。

　

著
者
は
長
崎
市
の
精
道
学

園
の
元
教
諭
で
現
在
は
作
家
。

グ
ラ
フ
社
、
１
０
５
０
円
。

原
爆
死
没
者
を
偲
び

原
爆
死
没
者
を
偲
び

　

ロ
ザ
リ
オ
を
唱
え
て

　

ロ
ザ
リ
オ
を
唱
え
て
5656
年

　
　
　
　

　
　
　
　

―

打
越
九
日
祈
り
の
会

打
越
九
日
祈
り
の
会

原
爆
死
没
者
を
偲
び

原
爆
死
没
者
を
偲
び

　

ロ
ザ
リ
オ
を
唱
え
て

　

ロ
ザ
リ
オ
を
唱
え
て
5656
年

　
　
　
　

―

打
越
九
日
祈
り
の
会

城
の
石
と
旧
ナ
バ
ラ
王
国
の
国
旗

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ

ル
生
誕
５
０
０
年
の
年
、ザ

ビ
エ
ル
の
母
方
の
16
代
目
の

訪
れ
た
ア
ル
バ
ロ
さ
ん
は
、

居
合
わ
せ
た
侍
者
の
子
供

た
ち
に
訪
れ
た
目
的
な
ど

を
話
し
、
ス
ペ
イ
ン
・
ナ

バ
ラ
州
の
ザ
ビ
エ
ル
城
の

小
石
と
旧
ナ
バ
ラ
王
国
の

国
旗
を
、
聖
堂
内
の
ザ
ビ

エ
ル
像
の
前
に
献
呈
し
た
。

ザビエル城ザビエル城

研
修
中
に
同
教
会
を


